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2．  他の委員会との連携協力

2024  年度の実績をふまえて連携する
研修や研究における当事者や関係者に対する倫理的配慮事項の策定

3．  SV  紹介ビデオの作成  短くコンパクトにする（10  分程度）
初心者を想定して、わかり易くなじみやすい内容で構成する

以上

  

   

  

  

   

　　　　　　　　　2025  年度「SV  運営委員会」活動計画

1．  大会におけるシンポジウムを  SV  運営委員会が企画・申請
ベテラン域の心理職が継続的な  SV  から学んだことをスーパーバイザーの視点も
絡めて吟味する。

2  月にも研修会を実施  キーワード：関係、発達、システム
（案）「心理職が身につけるべき専門性をどう獲得するのかを問い直す」

  PDCA  サイクルモデルからの脱却
研究倫理の基本に立ち返って考える配慮事項
実践知は、個としての認知的な探求の結果なのか共同合議による互恵的な学びの
成果なのか　　　　　　など思案中


